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最初の攻撃は 1938 年 12 月に「航空ニ関
スル陸海軍協定」によって、陸軍の第一飛行
団が、1938 年 12 月から 1939 年 1 月にかけ
て重慶を爆撃した。新たに海軍の航空隊が
1939 年 5 月から重慶爆撃に参加した。1940
年に「百一号作戦ニ関スル陸海軍協定」が結
ばれ、重慶の重要施設を破壊させる戦略爆









1941 年 8 月までに戦略爆撃としての重慶
爆撃は終わりを迎えたが、1944 年 12 月ま
で、偵察と地面部隊の協力で零細な爆撃を
行った。重慶爆撃を全体的に見れば、1938年






































































































































































































1 重慶爆撃の実態   
 中国の潘洵教授によると、爆撃の規模か
ら重慶爆撃は三段階に分けることができる。
















表１ 重慶爆撃の三つの段階（筆者作成）   




(1) 第一段階  
 前述のように、重慶爆撃に関する最初の
正式な命令は 1938 年 12 月 2 日の「大陸命
第二百四十一号」である。重慶に対する爆撃


































1938年 2月―1939年 1月  実験爆撃の段階 
1939年 5月―1941年 8月 大規模な爆撃の段階    
1939 年 5 月から大規模か
つ無差別爆撃へ 
1940年 5月 百一号作戦 
1941年 7月 百二号作戦 
1941 年 9 月―1944 年 12
月 
零細爆撃の段階 









1938 年 12 月 26 日、最初の戦略爆撃とし
て重慶爆撃を実行したのは陸軍第一飛行団





1940 年 1 月から 4 月まで、霧季のため、
日本軍が一時的に重慶爆撃を中止したが、
霧季が終わる 4 月に入ると、日本軍は重慶







































































内には 6 回に侵入した。1943 年 2 月から
1944 年 12 月まで日本軍の航空部隊は地面












































































































































 また、1936 年 5 月に、当時の海軍大学校
航空戦術教官であった加来止男海軍中佐、
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